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事前把握→自己チェック→社内チェック→発注者への説明を徹底

最終図面と積算の整合性確認と設計・積算の連携を、管理技術者責任で徹底

チェックマニュアルを活用した受発注者間の円滑なコミュニケーションの推奨

チェックマニュアルによる積算チェックの実効性確保
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チェックマニュアルのポイント



１．はじめに

適正な予定価格設定の重要性
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適正な予定価格設定の重要性－関連法令(品確法等） －

基本理念
公共工事の品質は、これを確保する上で公共工事等の受注者のみならず下請負人及びこれらの者に使用される技術者、技能労働者等がそれぞれ重要

な役割を果たすことに鑑み、公共工事等における請負契約（下請契約を含む。）の当事者が、各々の対等な立場における合意に基づいて、<中略>適
正な額の請負代金及び適正な工期又は調査等の履行期（以下「工期等」という。）を定める公正な契約を締結し、その請負代金をできる限り速やかに
支払う等信義に従って誠実にこれを履行するとともに、公共工事等に従事する者の賃金、労働時間、休日その他の労働条件、安全衛生その他の労働環
境の適正な整備について配慮がなされることにより、確保されなければならない。

発注者等の責務
発注者は、基本理念にのっとり、現在及び将来の公共工事の品質が確保されるよう、公共工事の品質確保の担い手の中長期的な育成及び確保に配

慮しつつ、公共工事等の仕様書及び設計書の作成、予定価格の作成、入札及び契約の方法の選択、契約の相手方の決定、工事等の監督及び検査並
びに工事等の実施中及び完了時の施工状況又は調査等の状況（以下「施工状況等」という。）の確認及び評価その他の事務（以下「発注関係事務」
という。）を、次に定めるところによる等適切に実施しなければならない。

【適正な予定価格の設定】 第七条第１項一号
公共工事等を実施する者が、公共工事の品質確保の担い手が中長期的に育成され及び確保されるための適正な利潤を確保することができるよう、

適切に作成された仕様書及び設計書に基づき、<中略>公共工事等の実施の実態等を的確に反映した積算を行うことにより、予定価格を適正に定
めること。
【適切な工期設定】 第七条第１項十一号
公共工事等に従事する者の労働時間その他の労働条件が適正に確保されるよう、公共工事等に従事する者の休日、工事等の実施に必要な準備

期間、天候その他のやむを得ない事由により工事等の実施が困難であると見込まれる日数等を考慮し、適正な工期等を設定すること。
【適切な条件明示と設計図書の変更】 第七条第１項十二号
設計図書（仕様書、設計書及び図面をいう。(以下この号において同じ。）に適切に施工条件又は調査等の実施の条件を明示するとともに、設計

図書に示された施工条件と実際の工事現場の状態が一致しない場合、設計図書に示されていない施工条件又は調査等の実施の条件について予期
することができない特別な状態が生じた場合その他の場合において必要があると認められるときは、適切に設計図書の変更及びこれに伴い必要となる請
負代金の額又は工期等の変更を行うこと。この場合において、工期等が翌年度にわたることとなったときは、繰越明許費の活用その他の必要な措置を
適切に講ずること。

第三条第９項

第七条 第七条において発注者等の責務を明確化

公共工事の品質確保の促進に関する法律（抄）（令和６年６月１９日改正）
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「公共工事の入札及び契約の適正化を図るための措置に関する指針」
（令和６年１２月１３日改正）
・適正な予定価格の設定を行うこと
・法定福利費
・歩切りは行わないこと 等

↓
→ 適正な予定価格の設定が求められている



○ 公共工事の品質確保の担い手の中長期的な育成・確保のため、工事受注者が適正な利潤を確保

するには、適正な予定価格の設定が不可欠である。

○ 公共工事の予定価格は、基本的に数量と単価の積の和に共通費を加算して算出した工事価格を

もとに設定されることから、設計図書に基づく適正な数量の算出と単価等の設定がなされてい

ない場合には、適正な予定価格であるとは言えない。

○ したがって、公共工事の発注者は、その責務である適正な予定価格の設定のため、積算業務の受

注者に適正な業務履行を求め、成果物を的確に確認し、適正な工事費内訳書を作成する必要が

ある。

適正な予定価格設定の重要性－発注者の責務－

公共工事
発注者

設計業務受注者
（積算を担う者）

工事
受注業者

②適正な予定価格の作成
④適切な品質の確保

適正な利潤確保
担い手の育成・確保

③工事発注
①業務委託

5

適正履行

チェック・審査

一定の水準を確保するためにチェックマニュアルを活用する



２．営繕工事積算チェックマニュアルの解説
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営繕工事積算チェックマニュアルの目的

営繕工事積算チェックマニュアル
（積算作業及びチェックの過程を記録）

積算業務（積算数量算出書、単価資料等、積算数量調書の作成）

適正な数量積算・単価資料等であることを発注者に対して証明

営繕工事積算チェックマニュアル
（積算業務で適用）

受注者（設計事務所等）

発注者

営繕工事積算チェックマニュアル
（積算業務の成果物）

業務委託

留意事項等を記載

成果物

適正であることを確認

発注者、積算業務受注者双方が、工事費積算の作業課程で各々チェックすべき
ポイントをチェックリスト化したもの。
積算数量の拾い忘れや違算の防止に有効で積算精度向上を目的として作成。

○

○
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チェックマニュアルの目的



営繕工事積算チェックマニュアルの構成と活用方法

チェックマニュアルは、積算業務の各過程において、発注者及び受注者が以下のようなツール
として活用できるものである。

活用方法構成

【発注者】
○積算の手法・考え方を設計事務所に伝え・共有
するためのツール
○積算業務の成果物を確認するためのツール

【受注者（設計事務所等）】
○積算担当者の拾い忘れや違算を防止する等のため
のツール
○担当者の積算を管理技術者及び主任担当技術者が
チェックするためのツール
○積算数量の正確さ、単価資料等の適切さを発注者
などに対して証明・説明するためのツール（過程
を残す）

【発注者、受注者双方】
○受発注者が積算業務の実施状況を確認し合うため
の、コミュニケーションのツール

①基本情報チェックリスト
【建築・電気設備・機械設備】

②数量算出チェックリスト
【建築・電気設備・機械設備】

③数量調書チェックリスト
【建築・電気設備・機械設備】

④数量チェックシート
【建築】

⑤単価資料等チェックリスト
【建築・電気設備・機械設備】

⑥総括チェックリスト
【建築・電気設備・機械設備】

【発注者】
○単価等の適切な設定について確認するためのツール

⑦単価等設定チェックリスト
【建築・電気設備・機械設備】
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②数量算出チェックリスト
主任技術者：仕様・規格ごとの数量積算上留意すべき事項に基づき社内審査を行い、

事後チェック欄にチェックを入れる

⑥総括チェックリスト（①～⑤のチェック時及び成果物作成時）
担当技術者：数量に関する基礎的事項について自己チェックを行い、修正箇所等の記述及び各項

目について確認し、事後チェック欄にチェックを入れる
主任技術者：数量に関する基礎的事項及び各チェックリストの記載内容に基づき社内審査を行い

担当技術者への指示内容等の記述及び各項目並びに成果物提出前に各チェック内容
に漏れが無いか確認し、事後チェック欄にチェックを入れる

管理技術者：総括事項として積算質疑の図面反映や最終図面と積算の整合等に関する記述及び各
項目について確認し、事後チェック欄にチェックを入れる

③数量調書チェックリスト
主任技術者：仕様・規格ごとの数量調書作成時に留意すべき事項、数量が少量等の場合の留意

すべき事項に基づき社内審査を行い、事後チェック欄にチェックを入れる

④数量チェックシート（建築工事のみ）
主任技術者：計上する積算数量を入力し、過去の工事等から算出された数値指標と比較し社内審

査を行う

数量算出書作成

数量調書作成

設計図書の確認

積算業務受注者の作業

①基本情報チェックリスト
担当技術者：適用基準、設計図書に記載された積算上の条件を確認し必要事項を入力する
主任技術者：担当技術者の入力内容を確認し、事後チェック欄にチェック入れる

見積書等関係資料作成
単価資料の収集・作成

成果物作成

⑤単価資料等チェックリスト
主任技術者：単価資料等の作成時に、適用条件や見積書の項目等、積算上留意すべき事項に基づ

き社内審査を行い、事後チェック欄にチェックを入れる

ﾁｪｯｸﾘｽﾄの事前確認
①～⑥の各チェックリスト
担当技術者：①～⑥のチェックリストの内容を着手前に一読し、発注者とチェックすべき事項を

協議した上で事前把握欄にチェックを入れる

･･･

･･･

･･･

･･･

･･･

（成果物提出）

積算作業におけるチェックフロー（例）
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（数量調書：積算数量算出書の数量を内訳書の体裁で構成した資料を指す。）



発注者の作業

⑦単価等設定チェックリスト
単価等設定時に、留意すべき事項を確認

単価等の設定

工事費内訳書の作成 ①～⑦のチェックリスト、チェックシート
チェックの内容を活用し、内訳書の内容を確認

･･･

･･･

積算作業におけるチェックフロー（例）
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フローにおける留意点
※各チェックリストの発注者への報告時期等は、業務開始時においてプロジェクト毎に受発注者間で協議し決定する。
※業務仕様書において主任技術者が求められていない場合は、積算事務所の主任技術者相当の者が社内審査をおこなう。

数量算出書作成

数量調書作成

見積書等関係資料作成
単価資料の収集・作成

成果物作成

受注者作業の各段階において、
◆ 質疑応答の確認
◆ 受注者がおこなう①～⑥のチェックリストの内容確認
◆ 数量算出書の抽出チェック及び修正指示
◆ 数量調書のチェック及び修正指示
◆ 単価資料の収集・作成状況の確認、追加収集の指示等
◆ 成果品とりまとめ状況の確認及び修正指示 等

･･･

（成果物提出）

（発注段階）



発注者

受注者のチェック内容を確認

担当技術者による全数または抽出チェック

担当技術者→主任担当技術者→管理技術者によるチェックの流れ

チェック後、発注者へ説明

主任技術者による抽出チェック

報告 ﾁｪｯｸﾊﾞｯｸ

管理技術者による確認（図面と内訳の整合確認含む）

報告

積算作業におけるチェックフロー（例）

（参考） 積算過程における受注者のチェックの流れ（例）
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チェックマニュアルを活用することで
役割分担の明確化と業務の信頼性が向上

受注者（設計事務所等）



チェックリストの入力方法
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担当技術者は、チェックリストの内容を事前（着手前）に確認事項を把握する。
主任担当技術者は、社内審査時に、事後チェックを行う。
管理技術者は、主任担当技術者の報告を受け、全体の確認を行う。（プロセス管理）

⑥総括チェックリスト

②数量算出チェックリスト/③数量調書チェックリスト/⑤単価資料等チェックリスト

事前把握：担当技術者（積算）が事前(着手前)に確認事項を把握し、記入する
事後ﾁｪｯｸ：主任担当技術者（積算）が社内審査時に記入する

事後ﾁｪｯｸ：担当技術者（積算）及び主任担当技術者（積算）並びに
管理技術者が各段階において記入する

数：数量算出書作成時
総：積算業務完了時

凡例
：確認項目 ：確認対象外項目

○ ：確認済み - ：業務対象外

○
事前
把握

○
事後
ﾁｪｯｸ

事後
ﾁｪｯｸ

総数

○○



① 基本情報チェックリストの解説

適用基準、設計図書に記載された積算上の条件を確認するためのチェック項目。

① 基本情報チェックリスト
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事前
把握

確 認 内 容確認項目
事後
ﾁｪｯｸ

工事名を確認する。工事名

工事場所を確認する。工事場所

工事種目を確認する。
工事種目

建物・工事種目ごとに数量の拾い分けをする。

工期を確認する。また、工期の始期が設定されている場合は始期も確認する。
工期

・工期：令和 年 月 日 （始期：令和 年 月 日）

指定部分の有無を確認する。

指定部分
・無し

・有り 工期：令和 年 月 日

範囲：



① 基本情報チェックリストの解説
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設計図書、仕様書、標準図、積算基準類等の確認
工事名、場所、工期、指定部分、予算区分、関連工事、発注範囲の確認

●主なチェック項目

指定部分や予算区分がある場合、集計方法や数量調書のまとめ方が変わる可能性があ
る。
不明点がある場合は、必ず積算開始前に発注者へ質疑を行い、条件を確認する。

●解説

基本情報チェックリストは、積算の精度を高めるための出発点であり、後続の数量算出や
単価設定に影響を与える重要な工程。

●留意点

① 基本情報チェックリスト



② 数量算出チェックリストの解説

受注者（設計事務所等）が積算数量算出書作成時に、積算すべき項目の仕様・規格ごと
に留意すべき事項。

② 数量算出チェックリスト
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４ 躯体

４－１鉄筋

事前
把握

確 認 内 容確認項目
事後
ﾁｪｯｸ

【躯体】、【外部仕上】及び【内部仕上】に区分して算出する。
共通事項

規格、形状、寸法等ごとに区分して設計数量で算出する。

集計表は、①部位別、②階別及び③部材別に作成する。

鉄筋

所要数量を求めるときに、割増率（４％）を確認して算出する。

床板の出隅及び入り隅補強筋を算出する。

フックの必要な部位を確認して算出する。

フープ及びスタラップの鉄筋が小径であることを確認して算出する。

床版～梁取合いの受け筋を算出する。

開口部、コンクリート貫通箇所等の補強筋を算出する。

スパイラル筋は、設計数量で算出する。

鉄筋の割増数量（所要数量－設計数量）に対し、スクラップを７０％として算出する。スクラップ控除

継手方法について設計図書を確認する。
継手

ガス圧接は径別に箇所数を算出する。

工事区分(建築及び設備)を確認して算出する。スリーブ



② 数量算出チェックリストの解説
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細目の名称と計上数量が標準仕様書等に従って区別されているか
図面表示の建築面積・延べ面積等をそのまま用いる際に計上間違いがないか
設計数量と所要数量の扱いが正しいか
仕上と下地など関連する数量を確認したか
単位の整合性を確認したか

●主なチェック項目

数量算出だけでなく、数量調書のまとめ方についても確認する。
設計図書の確認時および数量算出の計測・計算時に注意する。
総括チェックリストの内容も併せて確認する。
意匠図と構造図の整合確認を行った上で数量を算出する。
寸法不明など不明点は必ず質疑または図面訂正を依頼する。
発注者に数量調書のまとめ方を確認し、数量算出時に区分を整理する。

●解説
数量算出チェックリストは、設計図書や仕様書に基づき、工事数量の算出精度を確保するための確
認ツール。仕様・規格ごとに確認すべき事項を整理し、誤算や漏れを防ぎ、積算の信頼性を高める
ことを目的としている。

●留意点

② 数量算出チェックリスト



備 考金 額単 位数 量中科目名称科 目 名 称

Ⅰ 庁 舎

式１(1) 躯体４．鉄筋

式１(2) 外部仕上

式１(3) 内部仕上

計

単 位数 量摘 要名 称

．鉄筋4

躯体(1)

ｔSD295A D10異形鉄筋

ｔSD295A D13異形鉄筋

ｔSD295A D16異形鉄筋

ｔSD345 D19異形鉄筋

ｔSD345 D22異形鉄筋

数量調書も同じまとめ方をするので、
数量算出から区分しておくことが必要
がある。

【躯体】【外部仕上】【内部仕上】に区分して算出する。

規格、形状、寸法ごとに区分して設計数量で算出する。

②数量算出チェックリスト用いた活用例 （建築①）

数量調書 中科目例

数量調書 細目例

【躯体】【外部仕上】【内部仕上】に区分して
算出する。

規格、形状、寸法等毎に区分して設計数量で算出
する。
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４－１鉄筋

事前
把握

確 認 内 容確認項目
事後
ﾁｪｯｸ

【躯体】、【外部仕上】及び【内部仕上】に区分して算出する。
共通事項

規格、形状、寸法等ごとに区分して設計数量で算出する。



フックは使用部位、鉄筋の規格及び径に より種類が異なる。
また、使用する部位も、その部位全体ではなく、限られた部分
の鉄筋にフックがつく。
フックの種類と使用部位に注意が必要。

フックの種類

フックの必要な鉄筋

鉄筋の規格、径による
フックの折曲げ内法直径

ただし、数量基準において、径１３㎜以下の鉄筋、フープ及び
スタラップについては、フック長さの影響を考慮しないこととして
いる。
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フックの必要な部位を確認して算出する。

②数量算出チェックリスト用いた活用例 （建築②）

床板の出隅及び入り隅補強筋を算出する。

鉄筋 フックの必要な部位を確認して算出する。

フープ及びスタラップの鉄筋が小径であることを確認して算出する。



事前
把握

確認内容確認項目
事後
ﾁｪｯｸ

種目、科目、中科目、用途、種類、階、盤、回路及び施工場所ごとに区分し計上する。配管配線

電線・ケーブルは、種別、条数及び施工方法ごと（管内、ラック、ころがし、PF管内等）に区分し計上する。

②数量算出チェックリスト用いた活用例 （電気設備①）

※公共建築工事標準単価積算基準より
施工方法ごとに適用単価が異なるた
め、拾い分けする必要がある。

19

電線・ケーブルは、種別、条数及び施工方法ごと（管内、ＰＦ管、ラック、ころがし等）に区分し計上したか。



②数量算出チェックリスト用いた活用例 （電気設備②）

機器取付高さを
表で作成すれば、
立上り等の確認
がしやすくなる。

機器取付高さ表（例）

工事件名 ： ○○電気設備工事
建物名称(階数) ： 庁舎　１階部分（ｍｍ）

○分電盤､制御盤 ○ｽｲｯﾁ(一般) ○ｺﾝｾﾝﾄ(一般)
　 及び開閉器

天井内

1,000

1,100 1,300

2,300

300

2,600

　▽１FL

　▽２FL

1,000 1,0001,000

1,500 1,300

20

階高、標準天井高及び機器取付高さを確認したか。
立上り・引下げは、標準天井面又は床面より機器等の中心までの長さとして計測、計算したか。

階高、標準天井高及び機器取付高さを確認する。

立上り・引下げは、標準天井面又は床面より機器等の中心までの長さとして計測、計算する。



１－３ 配管設備

事前
把握

確認内容確認項目
事後
ﾁｪｯｸ

階単位又は部屋単位で計測する。１ 配管

数量は、施工上の分類(用途別、管種別、呼び径別、接合方法別、施工箇所別)及び関連材料別に区分する。

21

②数量算出チェックリスト用いた活用例 （機械設備①）

※公共建築工事標準単価積算基準より

施工区分ごとに適用単価が異なるため、
拾い分けする必要がある。

第1章 新営工事
第1節 共通工事
１ 配管工事

施工上の分類により区分する（屋内一般、機械室・便所など）。



配管工事の工事費に対する率計算で算出する
費用について、対象か否かを明確にして集計する。
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形鋼振れ止め支持、スリーブ費、デッキプレートの開口切断費を必要とする配管を確認する。

１－３ 配管設備

・・・略・・・１ 配管

形鋼振れ止め支持を必要とする配管を確認する。

配管類のためのスリーブ施工に関する建物の構造を確認する。

鉄筋コンクリート造（対象： ）

鉄骨鉄筋コンクリート造（対象： ）

デッキプレートの開口切断の要否を確認する。

②数量算出チェックリスト用いた活用例 （機械設備②）



③ 数量調書チェックリストの解説

受注者（設計事務所等）が積算数量調書※を作成する際に、積算対象となる項目について、仕
様・規格ごとに留意すべき事項や、数量が少量である場合などに注意すべき事項を整理したもの。
※数量調書：積算数量算出書の数量を内訳書の体裁で構成した資料を指す

③ 数量調書チェックリスト
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４ 躯体

４－１ 鉄筋

事前
把握

確 認 内 容確認項目
事後
ﾁｪｯｸ

【躯体】、【外部仕上】及び【内部仕上】に区分して計上する。

共通事項 項目及び数量を間違いなく転記する。

規格、仕様等は設計図書のとおりか確認する。

所要数量で計上する。鉄筋（資材）

スパイラル筋は、設計数量で計上する。

鉄筋の割増数量（所要数量－設計数量）に対し、スクラップを７０％として算出する。スクラップ控除

設計数量で計上する。

鉄筋加工組立
現場加工又は工場加工を確認して計上する。

鉄骨造等で土間スラブのみＲＣ造の場合、Ｓ造スラブとして計上する。

建物内及び屋上の設備基礎等は、小型構造物として計上する。

鉄筋運搬を計上する。また、僅少又は少量の場合の運搬費を検討する。鉄筋運搬
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【外部】及び【内部】に区分して計上したか
関連数量が整合しているか確認したか
計上漏れがないか

●主なチェック項目

図面を改めて確認しながらチェックを行う。
数量算出書から数量調書への転記ミス等、数量の不整合も多発しており、②③チェックの段階で二
重チェックを行う。
数量調書と内訳書を相互に参照し、名称・摘要・単位の一致を確認する。

●解説

比較的数量が多い項目、比較的金額が多額である項目、他工種と関連する項目、実績統計値
または略算によるチェックが可能な項目について確認項目を作成している。
数量算出チェックリストと同様に、相関する工種を集約し、数量調書への計上（転記）時に同時に
チェックできるように構成。また、基準等で定められていない事項についても、価格算定に必要なため、
確認項目として設定している。

●留意点

③ 数量調書チェックリスト

③ 数量調書チェックリストの解説



④数量チェックシートの解説 （建築のみ）

受注者（設計事務所等）が積算数量調書作成時に、計上する積算数量について、過去の
工事等から算出された数値指標と比較確認するための計算シート。

④ 数量チェックシート
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：手入力項目（空白欄は自動計算）６．内部仕上げ

確 認 事 項判 定
ﾁｪｯｸ
数量

ﾁｪｯｸ
数量

係数係数
数量・
面積等

数量・
面積等

チ ェ ッ ク 項 目内 訳 数 量単位摘 要名 称

－１ 床仕上げ

9,5000.95×10,000延べ面積×０．９５≒

（Ａ）

m2
床主仕上げの総面
積
（下記による）

床仕上げ
（主仕上げ）

m2(1)ビニルタイル

m2(2)ビニルシート

m2(3)カーペット類

m2(4)タイル張り

m2(5)モルタル塗り

m2
(6)コンクリート直均し
仕上げ

m2(7)合成樹脂塗り床

m2(8)畳・フローリング等

m2
その他
（ ）

00(1)(2)(3)張物仕上げ面積＝
m2

張物下コンクリート
直均し仕上げ

床仕上げ下地

m2張物下モルタル

－00(4)タイル張り面積＝m2タイル下モルタル

－00(7)合成樹脂塗り床面積＝m2塗り床下モルタル

－00(3)カーペット類＝m2フリーアクセスフロア

00(8)畳・フローリング等＝
m2

ポリスチレンフォーム
床
下地

m2根太

0m2（その他 ）



④数量チェックシートの解説 （建築のみ）
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床面積×係数などの概略チェック
躯体集計表で階別・部材別の数量バランス確認

●主なチェック項目

数量が目安の範囲内である場合（「OK」の場合）も変動要因を考慮して数量の大小の傾向を確
認、数量が目安の範囲内から大きくはずれた場合（「NO」の場合）は躯体集計表や仕上集計表
で詳細を確認する。
主な変動要因
・建物形状（平面凹凸、階高、外部開口部）
・建物用途（用途の違いによる間仕切り壁の多寡）
・平面形状（ピット・槽類、バルコニー・庇）

●解説

数量チェックシートは、積算数量の精度を確保するための補助ツール。設計図書に基づく詳細な拾
い出しだけでなく、過去の実績値や標準係数を用いた概算比較を行うことで、異常値や計上漏れを
早期に発見でき、算出数量について一定の妥当性を確認することができる。

●留意点

④ 数量チェックシート



⑤ 単価資料等チェックリストの解説

受注者（設計事務所等）が単価資料等作成時に、適用条件や見積書の項目等について
留意すべき事項。

⑤ 単価資料等チェックリスト

27

Ⅱ．工事費の積算

１．一般共通事項

事前
把握

確認内容確認項目
事後
ﾁｪｯｸ

物価資料の掲載価格を採用又は比較対象とした場合、地域、規格、寸法、損料等の期間、取引数量等の適用条件と合致しているか
確認する。

共通事項

設計図書に従い施工計画上必要となる仮設類の盛換え費用、施工条件の制約により割増しとなる費用等を検討するための単価資料
を作成する。

山間へき地、離島等の特殊な施工条件の場合は、作業員の就労状況、宿舎費、資材の梱包運搬費等の費用を検討するための単価
資料を作成する。

施工時間が深夜に指定された場合には、割増賃金を考慮し、単価の補正を検討するための単価資料を作成する。

掲載価格条件が現地渡しでない場合は、条件を勘案し運搬費を計上するための単価資料を作成する。（物価資料等における材料価
格は、現地渡し価格が標準となっている。）。

改修工事は、施工条件等を考慮し、単価の補正を検討するための単価資料を作成する。

施工量が少量または僅少の場合、施工場所が点在する場合及び工程上連続作業が困難な場合等の単価及び価格は、施工に最低限
必要な材料・労務・機械器具等を考慮する。

設計変更における基準は、当初設計における工事費積算時の基準とする。



⑤ 単価資料等チェックリストの解説
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物価資料の掲載価格を採用又は比較対象とした場合、地域、規格、寸法、損料等の期間、取引
数量等の適用条件と合致しているか
見積依頼時の必要記載事項の確認
見積書確認時に必要事項が入力されているか、法定福利費の計上又は法定福利費が含む旨の
記載の確認

●主なチェック項目

工種ごとに単価に含める内容等、数量算出にも影響を及ぼすため、事前把握が重要である。
見積に条件や仕様違いで見積した旨が記載されていることがあるため、その場合は、設計者及び発
注者に必ず報告を行う必要がある。
工事ごとの施工条件で金額が変わる項目、比較的数量が多い項目、比較的金額が多額である項
目、見積依頼を行う内容についての項目、各見積書の記載内容についての項目について重点的に
確認を行う。

●解説
単価資料等チェックリストは、積算に使用する単価や価格資料が正確で、適切な条件に基づいてい
るかを確認するためのツール。単価資料だけではなく、積算根拠として設計図書に基づいた施工計
画により、積算（割増し費用の検討を含む）を行ったかについても確認項目としている。

●留意点

⑤ 単価資料等チェックリスト



⑥総括チェックリストの解説

受注者（設計事務所等）において責任者による審査時や発注者に進捗状況を報告するに
あたり留意すべき事項。

⑥ 総括チェックリスト
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○ 総括チェックリスト

事後
ﾁｪｯｸ確 認 内 容確認項目

総数

【担当技術者】

（意匠）

各チェックリストの確認内容を事前（着手前）に把握したか。

数量算出後、自己チェックをおこなったか。（最低１室は全項目チェックする）

○抽出チェックをおこなった

）（室名：

○全室チェックをおこなった

寸法確認は、意匠図(他図番を含む)や構造図を確認し、不整合の場合は質疑をしたか。

寸法が不明の場合は質疑をしたか。数量等

X・Y等は、電卓で計算した結果のみを入力せず計算式を記載したか基礎的事項

1室のみ拾い、室数を乗じている場合、乗じた室数を再確認したか

○確認した。

○室数を乗じた計算はしていないが、誤入力がないか確認した。

自己チェック後、修正した室がある

）（室名：

自己チェックした際、間違いは見当たらなかった。

自己チェック後、主任技術者へ報告をしたか。



⑥総括チェックリストの解説
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事前把握実施の確認
XY寸法、壁厚、開口補強、室数乗算など基礎的な数量チェック
抽出チェック（室・部材指定）又は全数チェックを実施し、拾い書と設計図書の整合確認

●主なチェック項目

主任技術者からの報告内容の記載
積算質疑の図面反映及び最終図面による積算がなされたかについて、どのような確認をしたか（報
告を受けたか）の記載
プロセスチェックとして、計画とおり積算業務が適正に実行されるよう管理したか
設計業務と積算業務の連携体制が適正となるよう管理したか等、管理技術者として業務全体の
総括事項のチェック

抽出チェック（室・部材指定）を実施し、拾い書と設計図書の整合確認
各チェックリストによる事後チェックの実施
修正指示の内容の記載

⑥ 総括チェックリスト（建築工事の例）

担当技術者

主任技術者

管理技術者



⑥総括チェックリストの解説

31

数量に関する基礎的事項及び各段階・成果物提出前に各チェック内容に漏れがないか
確認並びに管理技術者による総括事項の確認項目等、関係者間のコミュニケーション
ツールとして用いるチェックリスト。

●解説

●留意点

事前把握→自己チェック→社内チェックを徹底する。
修正履歴を残す。
必要に応じて自社のチェックシートも添付し発注者へ報告をおこなう。
（併用するのか、どちらのチェックシートを利用するかは発注者と事前に協議する）

成果品納品直前の図面訂正による積算未反映防止の徹底する。
関係者間の連携と責任分担を明確にする。
履行期限直前の図面修正がある場合、必ず積算も修正する。
管理技術者は、積算が専門外であっても、業務全体を統括する立場として、全体の内容
を確認する責任があることに留意する。

⑥ 総括チェックリスト
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⑥総括チェックリストの活用例

⑥総括チェックリストを活用した発注者と受注者のコミュニケーション例

受注者 発注者総括チェックリスト

数量算出書提出時の打合せ

自己チェック 確認

• 数量算出書提出時、総括チェックリストを活用しながら発注者へ報告
・社内の積算体制・チェック体制について説明
・いくつかの室・部位等を抽出し、その場で電卓を使用しながら、算出方法を発注者へ説明

受注者

• 不備を確認した場合、関連する箇所も含めて修正・再チェックの指示
発注者



⑦ 単価等設定チェックリストの解説

主に発注者が単価等設定時に、留意すべき事項。

⑦ 単価等設定チェックリスト
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４．見積単価

確認内容確認項目

見積単価は、製造業者等に対するヒアリング等により実勢価格帯を把握し、その結果を踏まえ、見積書の価格を適切に補正し、設定する。
（実勢価格帯を確認せずに単価を設定していないか確認する。）

共通事項

見積価格を参考にして単価及び価格を算定するにあたっては、予算に合わせることを目的とした減額を行ってないか確認する。

専門工事業者等からの見積価格及びカタログ価格の採用内容について十分に設計図書の施工条件を確認検討のうえ価格を計上する。

見積書の内容を物価資料等の類似の項目と比較検討し金額の妥当性を検証する。

過去の実績（類似の取引価格、数量、施工条件及び単位あたりの価格等）を参考に検討する。

工事ごとの規模、施工条件等を考慮し価格を決定する。



⑦ 単価等設定チェックリストの解説
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見積単価についてヒアリング等による実勢価格帯の把握
見積書の内容を物価資料等の類似の項目と比較検討するなど金額の妥当性を検証
過去の実績（類似の取引価格、数量、施工条件及び単位あたりの価格等）を参考にした検討

●主なチェック項目

設計時から発注までの年度経過に伴う特記仕様の変更等により、単価や見積の仕様変更が生じ
る可能性があるため、留意すること。
工事ごとの施工条件で金額が変わる項目、比較的数量が多い項目、比較的金額が多額である項
目、見積依頼を行う内容についての項目、各見積書の記載内容についての項目について重点的に
確認をおこなう。

●解説

発注者が複合単価、市場単価、見積単価等の設定を行うにあたり積算基準類に沿って適切に行
えるようにするためのチェックシート。使用する単価が適切に設定されているかを確認することを目的と
している。

●留意点

⑦ 単価等設定チェックリスト



（参考）発注者のチェック方法
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抽出チェック
数量算出書の抽出チェック
・順追いチェックで数量算出書を直接確認することで、積算担当者の考え方や数量算出の誤りを検証に有効
内訳書の抽出チェック
・単価や金額が大きいところを重点的に、逆追いチェック又は順追いチェック
経験の浅い職員のチェック手法としても有効 、 短時間でチェックを行う場合に有効

●発注者のチェック方法

順追いチェック
設計図 → 積算数量算出書 → 積算数量調書 → 単価資料 → 工事費内訳書
数量チェックに有効

逆追いチェック
工事費内訳書 → 単価資料 → 積算数量調書 → 積算数量算出書 → 設計図
内訳チェックに有効、関連数量の整合チェックと合わせて実施

関連数量の整合チェック
関連する項目の数量整合を確認する手法
・養生と整理清掃の数量の整合性確認
・仕上と下地の整合性確認
・ボードと塗装の整合性確認（塗らない範囲を差し引いて整合性確認）
・改修工事：撤去数量と新設数量の整合性確認

例）



名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

ＥＰ塗り        ﾎﾞｰﾄﾞ面(継目)    工程B種(一般)  

素地A種                         115. 1,340. 154,100.
㎡

ﾋﾞﾆﾙ幅木        高さ100                         

46.9 290. 13,601.
ｍ

壁              厚 9.5   準不燃                 

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ   RC､CB直張り       継目処理      20.8 2,760. 57,408.
張り(GB-R)      下張GB-R      厚12.5共          ㎡
壁              厚12.5   不燃                   

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ   RC､CB直張り       突付け        4.4 1,680. 7,392.
張り(GB-R)      －            －                ㎡
壁              厚12.5   不燃                   

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ   RC､CB直張り       継目処理      87.3 2,120. 185,076.
張り(GB-R)      －            －                ㎡
壁              厚12.5   不燃                   

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ   鋼製､木､ﾎﾞｰﾄﾞ下地 突付け        1.7 1,780. 3,026.
張り(GB-R)      下張GB-R      厚12.5共          ㎡
壁              厚12.5   不燃                   

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ   鋼製､木､ﾎﾞｰﾄﾞ下地 継目処理      7.3 2,220. 16,206.
張り(GB-R)      下張GB-R      厚12.5共          ㎡

20.8＋87.3＋7.3=115.4

4.4+1.7=6.1㎡≒（ 46.9×0.1）+1.40=6.09㎡
（掲示板裏等）

（参考）発注者のチェック方法 ～関連数量の整合チェック例～

○設計図書と細目別内訳書で、双方適合しているか、計上漏れがないか。
（特に特記仕様書、仕上げ表、平面図等）
○摘要欄には、材種、材質、形状、寸法、工法など、設計図書より記載されているか。

単位はm、㎡、箇所、組、kg、t、一式 等、施工部位に相応しい単位又は単価となっているか。
○表面処理、主仕上、下地、附合物など数量を算出する際に関連する他工種の数量確認。

（幅木裏）
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○発注者の主なチェック項目 ～関連する仕上と下地等、他工種等との数量の確認～

数量調書
細目別内訳 例

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

〈塗装改修〉

〈内装改修〉

●発注者のチェック方法
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• 特記の○漏れや図面との不整合確認（質疑すること）
• 意匠、構造図との図面間不整合（質疑すること）
• 芯ズレ、面あわせ等のXY寸法の押さえ方（寸法を追えない場合は質疑すること）
• 面積控除（か所あたり0.5㎡（石0.1㎡）以下は控除しない）
• DR特記と仕上表右上と内訳の整合（下張り材の不整合が多い）
• パラペット数量と乾式保護材数量（芯が異なる）
• 建具表と平面図の数量確認 、 図面内リスト数量と内訳数量の確認
• 仕上げと下地の数量の整合（ボードと塗装、防水とこて仕上、ボードと軽量鉄骨下地等）

●意匠

●構造
• 特記又は共通図と図面の不整合確認（質疑すること）
• 意匠、構造図との図面間不整合（質疑すること）
• 相互に関連する数量の不整合（型枠と打ち放し面補修、コンクリート材と打設手間、鉄筋材と工場加工等）
• 鉄筋、鉄骨のスクラップ控除の計上漏れ
• 仕上コンクリートや増打ちコンクリートの計上漏れ
• 積算した小梁数と図面の小梁数の整合確認（大梁や柱も同様・特に小梁が間違いやすい）
• 開口補強部鉄筋の数量確認（共通図と詳細図で異なる場合あり）
• 自動計算プログラム使用時の入力ミス

→断面リストから定着等の数量算出まで確認（自動計算の場合、入力情報の再確認）
• 断面リストにない鉄筋、あるはずの鉄筋が集計表に誤計上されていないか確認
• 超音波探傷試験費の計上漏れ（鉄骨）
• 仕口部分の数量加算漏れ（木造）

（参考）よくある間違い・ポイントとなる確認事項等 （建築の例）



（参考）よくある間違い・ポイントとなる確認事項等 （建築の例）
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●仮設

●共通

• 墨出し、養生、整理清掃後片付けの地下階、付帯部分の数量区分漏れ
• 枠組本足場の枠ごとの数量区分漏れ
• 外部足場の手摺の計上漏れ

• 図面訂正箇所の修正漏れ
• 図面訂正箇所・最終図面（積算完了後、完成検査直前での図面訂正等）との整合確認未了

設計事務所・積算事務所間でどのように確認するのか、積算着手時に、手法を
決めておくことが重要 ・・・

総括チェックリストにおける管理技術者の事後チェック項目となっている
また、設計業務と積算業務の連携体制に関連する内容となっている

対応例：図面に日付を入れて管理し、最終図面と積算図面の整合を
図面内記載の日付で確認
PDF比較ソフトを利用した確認 等

●変更時
• 変更特記仕様書の変更項目と内訳の概略確認（追加項目の積算漏れ等の確認）
• 追加項目と対となる既契約計上項目の減額漏れ
• 既契約計上単価と変更時計上単価の価格バランスの確認


